
 

- 1 - 

 

令和６年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（ 三重県立津工業高等学校 ） 

 

１ 目指す姿 

(1) 目指す学校の姿 

校訓『質実剛健』のもと、「ものづくり、ひとづくり」を通し、

「志、技、心」を育み、生徒の夢を実現し、次代の産業界を担

う人材を輩出する学校 

(2) 

育みたい資質・能

力（育みたい生徒

の姿）／グラデュ

エーション・ポリ

シー 

○ 基礎学力と工業に係る専門知識・技術を身に付けた、明確

な目的意識を持ち、自己の進路実現に向かって努力する生徒 

○ 基本的生活習慣が確立し、規範意識やコミュニケーション

力等の社会人基礎力を身に付けた、地域や企業の期待に応え

られる生徒 

○ 健康を保持増進し、他者を思いやり、命を大切にする人権

感覚を身に付けた、心身ともにたくましく健やかで、誠実な、

社会に貢献できる生徒 

ありたい教職員

の姿 

○ 既存の枠にとらわれず、同僚、家庭・地域・企業等の関係

者と連携・協働しながら、目指す学校像や教育目標等の理念

の実現に主体的に取り組む教職員 

○ 高い志と使命感、生徒に対する教育的愛情を持ち、教育に

携わる専門家としての確かな力量を発揮しながら、複雑化・

多様化する教育課題の解決に向けた、また、生徒一人ひとり

の教育的ニーズに応じた指導・支援にきめ細やかに取り組む

教職員 

○ 絶えず研究と修養に励みながら、わかりやすい授業の構築

（授業改善）、また、部活動や生徒会活動、資格取得等の生徒

の自主的・自発的な活動の充実に積極的に取り組む教職員 

 

２ 現状認識 

(1) 

学校の価値を提

供する相手とそ

こからの要求・期

待 

(2) 

連携する相手と

連携するうえで

の要望・期待 

連携する相手からの要望･期待 連携する相手への要望･期待 
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(3) 
前年度の学校関

係者評価など 

(4) 

現状

と課

題 

教育活動 

学校運営等 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動／カリキュラ

ム・ポリシー 

〈建設工学科〉土木技術者、建築技術者としての活躍を目指し、

木工実習や基礎測量等の共通の知識・技術とともに、建築コ

ースと都市システムコースに分かれての専門的な知識・技術

を学びます。 

〈電気科〉電気技術者としての活躍を、また、国家資格の取得

も目指し、発電・送電・配電から電気の応用までの知識・技

術を幅広く学びます。 

〈電子科〉電子技術者としての活躍を目指し、電気の基礎から

電子回路、通信技術や情報処理技術等の専門までの知識・技

術を幅広く学びます。 

〈機械科〉機械技術者としての活躍を目指し、全産業の基盤と

なる機械工学に必要な、設計や工作、製図、原動機等の知識・

技術を学びます。 

学校運営等 

 

４ 求める生徒の姿 

入学時に期待される生

徒の姿／アドミッショ

ン・ポリシー 

○ 「ものづくり」に興味・関心があり、工業に係る専門知識・

技術の習得に強い意欲を持ち、自己の進路実現に向かって主

体的に学ぶ生徒 

○ ルールやマナーを順守し、良好なコミュニケーションを心

がけながら、基本的生活習慣の確立に向かって弛まなく行動

する生徒 

○ 部活動や生徒会活動、資格取得等の自主的・自発的な活動

の充実に向かって積極的にチャレンジする生徒 
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５ 本年度の行動計画と評価 

(1)教育活動 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

 

(年度末および適宜記載) 

(年度末および適宜記載) 

(年度末および適宜記載) 
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(年度末および適宜記載) 

(年度末および適宜記載) 

改善課題 

(年度末に記載) 

 

(2)学校運営等 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

(年度末および適宜記載) 
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(年度末および適宜記載) 

(年度末および適宜記載) 

(年度末および適宜記載) 

改善課題 

(年度末に記載) 
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６ 学校関係者評価 

明らかになった改善課

題と次への取組方向 
(年度末に記載) 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動についての改

善策 
(年度末に記載) 

学校運営についての改

善策 
(年度末に記載) 

 


